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さ
ま
県
と
協
議
し
、
同
日
に
は
横
川
と

霧
島
の
２
か
所
に
畜
産
関
係
車
両
な
ど

を
対
象
に
し
た
公
設
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を

設
置
。
市
を
あ
げ
て
の
口
蹄
疫
侵
入
阻

止
が
始
ま
る
。

口
蹄
疫
侵
入
阻
止

消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
畜
産
関
係
者

と
市
の
職
員
が
防
護
服
を
ま
と
い
、
24

時
間
体
制
で
懸
命
の
消
毒
作
業
を
繰
り

広
げ
る
。
畜
産
農
家
に
は
消
毒
薬
の
石

灰
が
配
布
さ
れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
の

入
り
口
は
石
灰
で
白
く
染
ま
っ
た
。
し

か
し
宮
崎
県
の
感
染
は
拡
大
の
一
途
。

市
で
は
感
染
防
止
強
化
の
た
め
に
霧
島

永
水
地
区
と
福
山
地
区
に
自
主
消
毒
ポ

イ
ン
ト
を
新
た
に
設
置
し
、
横
川
と
霧

島
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
や
高
速
道
路
Ｉ
Ｃ

出
口
に
は
一
般
車
用
消
毒
マ
ッ
ト
が
設

置
さ
れ
た
。
人
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
市
内
11
か
所
の
駅
に
も
消
毒
マ
ッ

ト
を
設
置
、
霧
島
山
で
は
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
登
山
口

に
消
毒
マ
ッ
ト
を
設
置
し
た
。

６
月
４
日
に
は
え
び
の
市
の
感
染
が

終
息
し
、
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
た
。

そ
ん
な
矢
先
、
日
本
一
の
畜
産
出
荷
額

を
誇
る
都
城
市
で
感
染
が
確
認
さ
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
封
じ
込
め
エ
リ

ア
外
で
の
初
め
て
の
感
染
に
、
霧
島
市

だ
け
で
な
く
鹿
児
島
県
全
体
の
緊
張
が

さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
県
は
準
非
常
事
態

宣
言
。
宮
崎
県
と
の
幹
線
道
路
で
さ
ら

な
る
消
毒
強
化
を
図
り
、
市
内
で
も
新

た
に
消
毒
ポ
イ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
た
。

口
蹄
疫
防
止
の
最
前
線

口
蹄
疫
防
止
の
最
前
線
で
は
混
乱
が

起
き
て
い
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
戸
惑

い
、
最
初
の
こ
ろ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
衝

突
す
る
こ
と
も
。
夜
は
冷
え
込
み
、
ス

ト
ー
ブ
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
作
業
す
る

日
も
あ
っ
た
。
６
月
中
旬
に
な
る
と
今

度
は
暑
さ
と
の
戦
い
。
防
護
服
の
中
は

温
度
が
上
が
り
、
汗
ま
み
れ
で
作
業
が

続
く
。
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い

不
安
と
見
え
な
い
敵
へ
の
恐
怖
、
作
業

員
の
顔
に
は
明
ら
か
に
疲
労
の
色
が
見

え
た
。

そ
れ
で
も
作
業
員
の
気
持
ち
は
折
れ

な
か
っ
た
。「
絶
対
に
口
蹄
疫
を
入
れ

さ
せ
な
い
」
そ
の
思
い
が
作
業
員
を
奮

い
立
た
せ
る
。
大
き
な
援
護
も
あ
っ
た
。

地
元
建
設
業
者
が
消
毒
作
業
に
参
加
、

現
場
の
奮
起
に
つ
な
が
っ
た
。
協
力
は

ほ
か
に
も
あ
っ
た
。
市
内
の
黒
酢
業
者

２
社
が
口
蹄
疫
の
消
毒
に
な
る
黒
酢
を

畜
産
農
家
に
提
供
、
市
茶
業
振
興
会
や

市
民
の
方
が
作
業
員
に
霧
島
茶
を
寄
贈

し
て
く
れ
た
。
市
民
・
団
体
か
ら
の
義

援
金
も
寄
せ
ら
れ
、
口
蹄
疫
へ
の
感
心

は
市
全
体
へ
と
広
が
っ
た
。

す
べ
て
の
思
い
が

今
、一
つ
に

口
蹄
疫
の
最
前
線
に
密
着

現
場
に
は
、
不
安
と
疲
労
が
混
じ
っ

た
た
め
息
が
響
い
て
い
た
。
６
月
２
日

午
前
２
時
、
こ
こ
は
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

侵
入
防
止

の
最
前
線
、
横
川
町
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
。

作
業
員
は
白
い
防
護
服
を
ま
と
い
、
消

毒
液
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
24
時
間

体
制
で
見
え
な
い
敵
と
必
死
に
戦
っ
て

い
た
。

４
月
20
日
、
宮
崎
県
都つ

農の

町
で
家
畜

伝
染
病
の
「
口
蹄
疫
」
に
感
染
し
た
牛

が
発
見
さ
れ
る
。
翌
日
に
は
隣
町
の
川

南
町
で
も
発
見
さ
れ
、
感
染
が
拡
大
し

て
い
く
。
こ
の
時
点
で
は
遠
く
離
れ
た

宮
崎
県
東
部
で
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、

見
え
な
い
敵
へ
の
恐
怖
か
ら
市
内
の
畜

産
関
係
者
に
も
不
安
が
広
が
る
。

市
で
は
直
ち
に
情
報
収
集
に
動
い
た
。

そ
ん
な
中
、
４
月
27
日
、
宮
崎
県
え
び

の
市
で
口
蹄
疫
感
染
疑
い
の
牛
が
発
見

さ
れ
る
。
市
で
は
早
急
な
対
策
が
必
要

と
判
断
し
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
県
対
策

本
部
と
相
談
し
、
一
刻
も
早
く
市
対
策

本
部
を
設
置
す
る
こ
と
の
了
解
を
取
り

付
け
た
。
担
当
課
で
は
対
策
会
議
に
向

け
て
徹
夜
で
情
報
収
集
と
資
料
作
成
に

奔
走
し
た
。

翌
朝
に
は
市
の
対
策
本
部
を
設
置
し
、

第
１
回
目
の
対
策
会
議
が
開
か
れ
た
。

会
議
中
、
畜
産
グ
ル
ー
プ
長
の
携
帯
電

話
に
え
び
の
市
の
感
染
が「
陽
性
」だ
っ

た
こ
と
を
告
げ
る
連
絡
が
入
る
。
す
ぐ

口蹄疫侵入進入防止の最前線で見たものは、
「このまちを守りたい」という強い意志だった。

口蹄疫をめぐる霧島市の経緯

❶投光器を照らし、夜間も作業する横川地区消毒ポイント　❷高速ＩＣ出口に消毒マットを設置　❸競りが中止し、出荷できない牛　❹「消毒」の灯りが
暗闇に光る　❺❻畜産車に入念に消毒液をかける作業員　❼防護服にマスク、ゴーグル姿で待機する作業員　❽警察官も24時間体制で協力　❾24
時間体制で消毒マットでの徐行を呼びかける警備員　❿畜産農家などでは石灰をまいて消毒　⓫６月上旬までは夜間寒さ対策でストーブをつけて作業

❶❷❸❹❺

❻❼

❽❾❿

⓫

4月20日 宮崎県都農町で口蹄疫感染疑いの牛が発見される。市では直ちに担当課が情報収集
4月27日 宮崎県えびの市で感染疑い
4月28日 市口蹄疫対策本部を設置、第１回対策本部会議、横川と霧島に公設消毒ポイント設置
5月 7日 第２回対策本部会議
5月14日 霧島永水地区に自主消毒ポイント設置、第３回対策本部会議
5月18日 横川と霧島の消毒ポイントに一般車用の消毒マット設置
5月21日 第４回対策本部会議、市内11の駅に消毒マット設置
5月24日 福山地区に自主消毒ポイント設置
5月26日 えびの高原分岐点と霧島緑の村入り口、高速道路横川・溝辺ＩＣに消毒マット設置
5月28日 第５回対策本部会議
5月31日 市議会臨時会に畜産農家への経営支援費などを計上し議決
6月 4日 第６回対策本部会議、えびの市終息、横川の消毒ポイント撤去
6月 6日 霧島山登山口消毒マット設置
6月 9日 都城市で感染疑い
6月10日 日向市・宮崎市でも感染疑い、第７回対策本部会議
6月14日 第８回対策本部会議
6月17日 福山牧之原地区国道10号に自主消毒ポイント設置
6月25日 第９回対策本部会議
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口
蹄
疫
に
よ
る
牛
の
競
り
市
の
延
期

や
家
畜
の
移
動
・
搬
出
制
限
な
ど
に
よ

り
、
畜
産
農
家
に
は
大
き
な
影
響
が
出

て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
影
響
は
畜
産

農
家
だ
け
に
収
ま
ら
な
い
。
霧
島
国
分

夏
ま
つ
り
や
鮎
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
次
々
と
中
止
、
宮
崎
か
ら
の
観
光

客
の
減
少
な
ど
に
よ
り
ホ
テ
ル
・
旅
館

な
ど
で
は
客
が
減
り
、
市
の
観
光
面
で

も
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
ほ
か
に
も

イ
ベ
ン
ト
中
止
に
よ
り
弁
当
の
注
文
が

減
り
、
飲
食
店
な
ど
で
も
客
が
減
る
な

ど
、
市
の
経
済
に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
。

そ
ん
な
中
、
一
つ
だ
け
こ
の
ま
ち

に
大
き
な
”財
産
“
を
与
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
は
市
全
体
の
団
結
力
。
消
毒
作
業

に
は
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
・
共
済
組
合
の
職

員
や
建
設
業
、
警
察
、
警
備
会
社
、
市

職
員
な
ど
６
月
25
日
現
在
で
延
べ
３
０

０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
６
月
25
日
現
在
、
市
内
で
口
蹄
疫

は
発
生
し
て
い
な
い
。
都
城
市
で
の
感

染
も
終
息
に
向
か
っ
て
お
り
、
宮
崎
県

の
殺
処
分
も
め
ど
が
つ
い
て
き
た
。
し

か
し
、
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

現
在
も
市
内
で
は
消
毒
作
業
が
続
く
ポ

イ
ン
ト
が
あ
り
、
都
城
市
の
感
染
も
突

如
と
し
て
起
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
の
協
力
が
必
要
。
最
後
の
最
後
ま
で
、

市
全
体
で
一
緒
に
な
っ
て
立
ち
向
か
っ

て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
災
害
や
伝
染
病
な
ど
、

こ
の
ま
ち
に
は
幾
多
の
危
機
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
ん
な
と
き
、

今
回
の
よ
う
に
市
全
体
が
団
結
す
れ
ば

危
機
は
乗
り
切
れ
る
。
現
場
を
取
材
し

て
そ
の
こ
と
を
強
く
思
っ
た
。

国
分
中
学
校
清
水
１
区
親
子
会
が
、

市
に
口
蹄
疫
の
防
疫
に
使
っ
て
ほ
し
い

と
寄
付
を
さ
れ
た
。
同
親
子
会
代
表
の

田た

頭が
み

淳
一
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ち
の
た

め
、
み
ん
な
の
た
め
に
多
く
の
人
が
頑

張
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
子
ど
も
た

ち
に
教
え
た
く
て
親
子
会
で
寄
付
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
話
す
。
金
額
は

２
０
０
０
円
。
そ
こ
に
は
、子
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
こ
の
ま
ち
の
未
来
を
感
じ
た
。

※�

こ
の
原
稿
は
、
６
月
25
日
現
在
の
情
報
で
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜産を４０年間してきましたが、これまでも
いくつもの危機がありました。その中でも今
回の口

こう

蹄
てい

疫
えき

問題は、一番の不安を感じてい
ます。最初のころは、すぐに終息するだろう
という安心もありましたが、拡大を続ける感
染に不安が募るばかり。特にえびの市で発
見され、終息したかと思ったら都城市での感
染。「いつまで続くのか」という絶望すら感じ

ました。消毒作業にも畜産農家は参加でき
ず、私にできることは自分のところから口蹄
疫を発生させないために消毒に努めることだ
け。一人でできる限界を感じました。だからこそ、
各地で口蹄疫を防ぐために協力をくださる皆
さんには本当に感謝しています。
今回の問題で市全体の一体感と日ごろか

ら危機感を持つことの大切さを感じています。

畜産歴４０年、過去最大の危機、
多くの方の協力に感謝の気持ちでいっぱいです。

口蹄疫ウイルスが原因で、偶
ぐう

蹄
てい

類
るい

の家畜（牛、豚、ヤギ、水牛など）
や野生動物（シカやイノシシなど）がかかる病気です。
感染すると、発熱したり、口の中や蹄

ひづめ

の付け根などに水ぶくれができた
りするなどの症状がみられます。子牛や子豚では死亡することもあります
が、成長した家畜では死亡率が数％程度といわれています。しかし、偶
蹄類動物に対するウイルスの感染力が非常に強いので、他の偶蹄類動物
へうつさないようにするための措置が必要です。

INTERVIEW

知り合いの畜産関係者から口蹄疫への不
安の声を聞き、「私にも何かできないか」と思っ
ていたときに、市内の建設業者で作る建設
同志会から消毒作業へのボランティア参加の
呼びかけがあり、霧島地区の消毒作業に参
加しました。これまで４回参加しましたが、昼
は仕事、夜には消毒作業のときもあり、正直
きついと感じたこともありましたが、少しでも

力になれればと思い頑張りました。口蹄疫は、
決して畜産農家だけの問題ではない。知り
合いにも影響を受けている人がいる、そして
いつかは自分にも影響が出る。だからこそ他
人事ではなく、みんなで協力することが大切。
ボランティアに参加して、このまちのためにで
きることがあったら、これからも協力していか
ないといけないと改めて感じました。

他人事ではない。ボランティアに参加して
改めて感じた、みんなで協力することの大切さ。

INTERVIEW

ま
だ
完
全
に
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

口
蹄
疫
は
畜
産
農
家
だ
け
で
な
く
、

こ
の
ま
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、み
ん
な
が
団
結
す
る
と
き
。

口蹄疫とはどのような病気なのか

市内の幹線道路などでは、自主消毒ポイントや一般車両用の消毒マッ
トを設置しています。徐行し係員の指示に従ってください。また、畜産農
家や感染の可能性がある場所に行った場合は、速やかに消毒してください。
●家庭で作れる口蹄疫消毒薬
口蹄疫ウイルスは酸に弱いことから、家庭にあるもので消毒効果に期
待できるのが酸性の「酢」です。目安として水10㍑に10ccの酢を加えて、
ご利用ください。

消毒にご協力ください

隼人地区　畜産農家　中村和志さん

ボランティア参加　西園幸一さん（国分在住）

６月20日、鹿児島空港で口蹄疫に対する義援金
活動をする霧島市商工会青年部を中心にした「13
万人キャンドルナイト実行委員会」の皆さん

すべての思いが今、一つに
口蹄疫の最前線に密着

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.7, Japan



いざという時に安心、国保の給付
国保では医療のほかに、出産費用として42万円、葬祭費用として２万円を助成するほか、手術

などによる高額な治療費に対する給付制度があります。グラフは手術などによる入院費用100万
円の場合の加入者負担の一般的な例です。まず７割の70万円が保険で賄われ、医療機関での支払
額は30万円となります。これに対して高額医療制度により
市民税非課税世帯の場合は自己負担限度額が３万5400円
となりますので、差額の26万4600万円が給付され、総額
で国保が96万4600円を負担することになります。なお、高
額療養費は３割分の30万円を医療機関でお支払いいただい
てから差額の高額療養費を申請、受給していただくことにな
ります。このほか、医療機関での支払額が自己負担限度額ま
でとなる制度もありますのでお気軽にご相談ください。

税が支える医療制度
国保の財政は、加入者の保険税と国や県の補助金などのほかに、市の一般会計や基金からの繰入

金などの収入で事業運営しています。平成20年度の歳入は、総額で約133億7600万円、そのうち、
国保税の占める割合は約19.2㌫となっています。
医療費が増えることで国保税も高くなることは
当然ですが、国保税の納付状況も大きく影響します。
近年の経済不況を受けて、若い方々を中心に、国保
税の滞納額が年々増加しています。市では公平公正
な負担をいただくため、訪問徴収などで納付のお
願いをしていますが、それでも納付いただけない
場合は財産の差し押えを行っています。さまざまな
事情により納付が困難な場合は分割納付などの相
談にも応じていますので、お気軽にご相談ください。

脳
ド
ッ
ク
一
部
助
成
事
業
な
ど
の

費
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
財
源

の
一
部
と
し
て
平
成
22
年
度
は
、

１
億
４
１
７
３
万
５
０
０
０
円
を

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
に
繰
り

入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

家
族
の
健
康
は
み
ん
な
の
願
い

市
で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
と
し
て
、
住
み
な
れ
た
地
域

で
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
る
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら

「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
モ

デ
ル
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。
地

区
自
治
公
民
館
な
ど
を
中
心
に
料

理
教
室
や
健
康
体
操
、
健
康
講
話

会
な
ど
を
実
施
。
平
成
22
年
４
月

に
は
健
康
づ
く
り
推
進
室
を
設
置

す
る
な
ど
、「
元
気
な
市
民
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

健
康
は
家
族
み
ん
な
の
願
い
で

す
。
今
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、

い
つ
け
が
や
病
気
に
悩
ま
さ
れ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
命
を

守
る
た
め
、
安
心
し
て
医
療
機
関

を
利
用
す
る
た
め
に
、
支
え
合
い

の
国
保
制
度
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
８
８
６
、
収
納
課
☎

（
64
）０
８
９
２
、
税
務
課
☎

（
64
）０
８
８
４

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
霧

島
市
内
の
国
保
加
入
世
帯
は
１
万

８
３
６
２
世
帯
、自
営
業
や
農
家
、

年
金
受
給
者
の
方
な
ど
約
３
割
の

世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
市
は

国
保
税
の
収
納
、
医
療
費
の
給
付

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
事
業
を
行

い
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
保
険
制
度
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

国
保
税
を
３
年
間
軽
減

子
育
て
世
帯
へ
配
慮

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の

増
加
に
よ
り
全
国
的
に
国
保
の
運

営
が
困
難
に
な
る
中
、
国
保
税
の

負
担
軽
減
を
求
め
る
陳
情
が
平
成

22
年
３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て

採
択
さ
れ
た
こ
と
や
、
近
年
の
経

済
不
況
に
よ
り
納
税
義
務
者
の
負

担
感
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
加
入
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
子

育
て
世
帯
へ
の
軽
減
策
と
し
て

「
霧
島
市
国
民
健
康
保
険
税
の
特

例
措
置
に
関
す
る
条
例
」
と
「
霧

島
市
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
減

免
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
３
年
間
次
の
と
お
り
国
保

税
を
軽
減
し
ま
す
。

国民健康保険制度を
維持するために

安
定
し
た
国
保
運
営
の
た
め
の

保
健
事
業
費
、

１
億
４
１
７
３
万
５
０
０

０
円
を
繰
り
入
れ

安
定
的
な
国
保
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健

康
維
持
が
第
一
で
す
。
今
回
の
国

保
税
軽
減
に
よ
り
歳
入
額
が
１
億

４
１
７
３
万
５
０
０
０
円
減
少
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
歳
出
事
業
の
見
直
し
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
健
康
維

持
や
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
す
す
め
る
た
め
に
は
保
健
事

業
を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
特
定
健
診
や

特
定
保
健
指
導
、
人
間
ド
ッ
ク
や

国保税の項目 特例措置前
（平成21年度）

特例措置後
（平成22～ 24年度） 軽減効果

所得割 前年中の世帯の所得をもとに
計算 9.5% 8.9% 0.6%

均等割 一人あたりの金額 23,200円 19,500円 3,700円

平等割 一世帯あたりの金額 20,800円 20,500円 300円

※�所得の状況により均等割と平等割が７割・５割・２割の軽減を受けている方は、表示額にそれぞれの
軽減割合を適用して計算しますので、軽減効果の額は異なります。

①
医
療
給
付
費
分
の
軽
減

国
保
税
は
、医
療
費
を
賄
う「
医

療
給
付
費
分
」
と
「
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
」、「
介
護
納
付
金
分
」

の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
軽
減
は
加
入
者
す
べ

て
の
方
（
課
税
限
度
額
を
超
え
る

方
の
一
部
を
除
く
）
が
対
象
と
な

る
「
医
療
給
付
費
分
」
の
税
額
を

上
記
表
の
と
お
り
軽
減
し
ま
す
。

②
子
育
て
世
帯
へ
の
軽
減

12
歳
以
上
18
歳
未
満
の
扶
養
者

を
有
す
る
世
帯
で
、
前
年
中
の
所

得
状
況
な
ど
に
よ
り
減
免
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
方
は
、
そ
の
扶
養

者
一
人
に
つ
き
均
等
割
額
の
２
分

の
１
を
限
度
に
軽
減
し
ま
す
。

③
債
務
返
済
の
た
め
の
軽
減

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
お
よ

び
生
計
を
一
に
す
る
親
族
な
ど
の

債
務
返
済
の
た
め
に
、
加
入
者
が

所
有
す
る
居
住
用
の
財
産
（
土
地

お
よ
び
建
物
）
ま
た
は
、
居
住
用

以
外
の
財
産
を
譲
渡
し
た
場
合

は
、
そ
の
分
の
譲
渡
所
得
に
つ
い

て
所
得
割
額
を
軽
減
し
ま
す
。

離
職
者
の
方
へ
の
軽
減
策

国
保
税
は
前
年
中
の
所
得
に

よ
っ
て
所
得
割
な
ど
の
算
定
を
行

い
ま
す
が
、
倒
産
・
解
雇
な
ど
で

職
を
失
っ
た
方
へ
の
軽
減
策
と
し

て
、
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
失
業

等
給
付
の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
な

ど
を
対
象
に
、
前
年
中
の
給
与
所

得
の
３
割
を
所
得
と
し
て
算
定

し
、
申
告
に
基
づ
き
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国民健康保険税の負担軽減を求める陳情が３月定例市議会で採択さ
れました。年々医療費が増加する一方で、近年の経済不況などにより、
国保税の負担が重くなっている現状を強く受け止め、国保世帯の負
担軽減を図るとともに子育て世帯への負担軽減策を行うこととしま
した。また、国保運営において重要課題である医療費の抑制を図るた
め、「元気な市民づくり」を目指した健康診査などの保健事業を維持、
推進することとしました。

医療給付費（7割）
70万円

自己負担額のうち
高額療養費

26万4600円

実質自己負担額
3万5400円

■治療費の総額100万円

■平成20年度国民健康保険の財源内訳

保険税
25億6388万円

国・県補助金
43億8218万円前期高齢者及び

療養給付費等
交付金
54億415万円

基金繰入金
5500万円

一般会計繰入金
9億2301万円

自己負担額（3割）
30万円

（市民税非課税世帯の例）

予防医療へ「元気な市民づくり」を推進

その他
4865万円

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.7, Japan
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学
校
の
安
心
安
全

再
発
防
止
に
取
り
組
む

子
ど
も
た
ち
を
守
る

展示など
坂本龍馬ブーム続く

ハンドボール選手が
生き方講和

五穀豊穣を祈って
御田植祭

お茶の香りで
心が癒される
心豊かな青少年を育てようと霧

島の特色ある自然や文化、産業、観
光などを生かした「わんぱく『きり
しまっ子』育成プラン」の一環とし
て「お茶作り体験」が6月12日にあ

りました。参加した児童40人は牧園町の茶畑で茶摘みを体験、黄緑色のお茶
の葉を一枚一枚丁

てい

寧
ねい

に摘み取りました。釜
かま

炒
い

り茶製法の体験では摘んできた
茶の葉をホットプレートで乾燥させます。乾燥が進むと辺りにはお茶の香ば
しい香りが漂いました。児童らは入れ方の指導を受けて、自分たちでつくっ
た出来たての茶の葉を使い、湯飲みに注ぎおいしそうに飲んでいました。

五穀豊穣を祈って御田植祭が6
月20日、鹿児島神宮でありました。
御田植祭は、毎年旧暦の5月5日に
近い日曜日にあり、永禄3（1560）
年に島津貴久公が神田を寄進した

翌年から今のような形になったといわれています。
当日は雨が降り続くあいにくの天気。神田では、田植えの前に水色の衣

装にお面をかぶった田の神が、田の神舞を奉納しました。その後、田植え
唄に合わせて、霧島市と姶良市の児童や農協職員ら約60人が早男、早乙女
に扮し、約600平方㍍の神田に苗を一本一本手で丁寧に植えていきました。

今年3月にハンドボールの日本
リーグで初めて日本一に輝いたソ
ニーセミコンダクタ九州ハンド
ボール部選手ら4人が溝辺町の陵
南中学校を訪れました。これは授

業の一環として社会で活躍する人の生の声や考え方を学んで、生徒が将
来を考える機会にしてもらおうと毎年実施されています。
訪れた選手は生徒と一緒になり模範演技を披露。その後、ハンドボール

を始めたきっかけや日々努力し続けること、目標を持つことの大切さを話
し、「将来何になりたいか考え、夢に向かって頑張って」と生徒を励ました。

慶応2（1866）年、坂本龍馬とお
龍さんが日本で初めてといわれる
新婚旅行に訪れた霧島市。国分シ
ビックセンターロビーでは、「龍
馬ギャラリー」を開催しています。

展示は、現在放映中のＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」に出演している福山
雅治さんや坂本龍馬が手紙にしたためた文章が書かれた観光ポスター
などです。また、溝辺町の西郷公園でも坂本龍馬役の福山雅治さんの写
真展「福山雅治・坂本龍馬写真展」を開催します。全国７か所での開催
で日時は7月18日～ 31日、午前8時30分～午後5時30分で入場は無料。

事故を起こす前に
考えてみませんか
高齢者運転免許証自主返納メリット制度

事故に遭わない、起こさない

す
べ
て
の
天
窓
に
防
護
柵
を
設
置

の
排
水
口
な
ど
の
点
検
、
学
校
の

手
す
り
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
学
校
で
も
毎
月
、
校
内
安
全
点

検
を
実
施
し
、
不
備
が
見
つ
か
っ

た
施
設
に
つ
い
て
は
緊
急
度
に
応

じ
て
計
画
的
に
修
繕
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

５
月
に
は
学
校
現
場
に
お
い
て
、

管
理
職
お
よ
び
関
係
職
員
に
対
し

屋
上
の
天
窓
か
ら
児
童
が
階
下

へ
落
下
す
る
事
故
が
、
４
月
８
日

に
陵
南
小
学
校
で
起
き
ま
し
た
。

上
小
川
小
学
校
で
は
２
階
の
窓
か

ら
児
童
が
転
落
す
る
事
故
が
起
こ

り
、
学
校
の
安
全
管
理
が
問
わ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
両

校
の
児
童
と
も
退
院
し
て
、
元
気

に
通
学
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
４
月
９
日
、

す
べ
て
の
学
校
の
天
窓
を
点
検
。

20
校
の
88
か
所
に
天
窓
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
４
月
中
に
は
防
護

柵
な
ど
を
設
置
し
ま
し
た
。
対
策

方
法
と
し
て
天
窓
を
鉄
格
子
ま
た

は
有
刺
鉄
線
で
囲
み
、
天
窓
に
通

じ
る
扉
に
は
児
童
ら
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
に
、
外
と
内
の
両
側
か
ら

鍵
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。　
　

ま
た
、
市
職
員
が
す
べ
て
の
市

立
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校

を
訪
問
し
、
学
校
遊
具
や
プ
ー
ル

車を運転していてヒヤリとする回数
が増えました。そんなときに広報誌で
免許返納制度を知り、免許証を返納
しました。
タクシーは１割引、バス乗車券が
14,500 円分ありますが確かに不便で
す。外出が減りました。バスも経路が
複雑でなかなか乗りこなすまではいき
ません。メリットは外出のとき自転車
か徒歩のため運動不足解消になって
います。でも一番のメリットは事故の
心配をしなくていいので家族が安心し
たこと。「家族の安心」これが一番です。

岡
元  

寛
さ
ん
（
73
）

隼
人
町
真
孝
地
区

市
で
は
今
年
４
月
１
日
か
ら

「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

メ
リ
ッ
ト
制
度
」
を
は
じ
め
ま
し

た
。
こ
れ
は
多
発
す
る
高
齢
者
に

よ
る
交
通
事
故
防
止
と
公
共
交
通

機
関
の
利
用
促
進
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
65
歳
以
上
で
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
内
容

対
象
者
は
、
市
内
に
居
住
さ
れ

る
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
霧
島
警

察
署
か
横
川
警
察
署
に
運
転
免
許

の
取
り
消
し
申
請
を
す
る
と
、「
運

転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
」
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
そ
の
カ
ー
ド
と
印

鑑
を
持
参
の
上
、
本
庁
市
民
課
か

横
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
自
主
返
納
カ
ー

ド
を
提
示
い
た
だ
く
と
１
万
４
５

０
０
円
分
の
「
か
ご
し
ま
共
通
乗

車
カ
ー
ド
」
を
１
回
限
り
で
無
償

交
付
い
た
し
ま
す
。

こ
の
「
か
ご
し
ま
共
通
乗
車

カ
ー
ド
」
は
、
鹿
児
島
県
内
６
つ

の
バ
ス
事
業
者
や
路
面
電
車
、
霧

島
市
ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
利
用
で
き

ま
す
。
運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー

ド
は
ほ
か
に
、
鹿
児
島
空
港
タ
ク

シ
ー
事
業
協
同
組
合
に
加
盟
す
る

事
業
所
の
タ
ク
シ
ー
料
金
、
県
内

の
３
旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い
る

ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
料
金
が
１
割

引
で
利
用
で
き
ま
す
。

「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起

こ
さ
な
い
」
た
め
に
も
、
車
の
運

転
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
自
主
的

な
運
転
免
許
証
の
返
納
を
考
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
７

て
、
学
校
施
設
の
安
全
点
検
方
法

を
指
導
。
７
月
に
は
市
長
と
教
育

長
が
、
全
小
・
中
学
校
を
訪
問
し
、

学
校
の
安
全
管
理
お
よ
び
安
全
指

導
の
徹
底
を
図
る
よ
う
管
理
意
識

の
高
揚
を
求
め
る
予
定
で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
再
発
防
止

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

家
族
の

安
心
の
た
め
に

➡
天窓に通じる場所には外
と内から鍵をかけられる

⬅
立ち入り困難な場所
は有刺鉄線で囲んで
いる

最大の安全を確保するため天窓を鉄格子で囲んでいる
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今
年
で
創
立
97
周
年
を
迎
え
る

県
立
国
分
高
等
学
校
。
平
成
６
年

に
は
理
数
科
が
併
設
さ
れ
、
現
在

普
通
科
８
０
３
人
、
理
数
科
１
１

７
人
の
生
徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
の
特
徴
あ
る
活
動
の
ひ
と

つ
に
、サ
イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ｐ

Ｐ
）
活
動
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

生
徒
の
理
科
・
数
学
に
対
す
る
興

味
・
関
心
と
知
的
探
求
心
を
育
成

す
る
活
動
で
、
同
校
で
は
鹿
児
島

大
学
と
連
携
し
、
理
数
科
の
生
徒

が
鹿
児
島
湾
沿
岸
の
環
境
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
県
環
境

保
全
活
動
優
秀
団
体
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

文
武
両
道
を
目
指
し
て

同
校
に
は
体
育
系
、
文
化
系
、

合
わ
せ
て
30
の
部
活
動
が
あ
り
、

そ
の
入
部
率
は
全
校
生
徒
の
約

84
㌫
。
各
部
の
部
長
が
集
ま
り
活

動
報
告
を
す
る
部
長
会
は
、
お
互

い
刺
激
を
与
え
合
い
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
い
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
音
楽
部
や
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
、
水
泳
部
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
部
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
が
、
昨
年
夏
の
野

球
部
の
県
大
会
ベ
ス
ト
８
を
機
に
、

生
徒
た
ち
の
士
気
が
さ
ら
に
高
ま

り
ま
し
た
。
中
で
も
今
年
５
月
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
県
大
会
準
優
勝
は

20
年
ぶ
り
の
快
挙
で
、
学
校
全
体

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
近
藤
伸

子
教
頭
は
「
勉
強
、
部
活
動
を
通

し
て
生
徒
た
ち
に
何
事
に
も
一
生

懸
命
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
が

養
わ
れ
、
そ
れ
が
い
い
成
果
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

活
気
溢
れ
る
高
校
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今回、県大会準優勝という成績を収められたのは、
自分たちの気持ちの持ち方が変わったからだと思います。
きっかけは昨年10月に校内のトイレ掃除に取り組んだ
こと。自分たちの心も磨かれ、改めて親や先生方に感
謝の気持ちを持つことができました。部活動の練習時
間は長くありませんが、集中して毎日練習に励んでいます。
何事も自分で考えて動くことを心がけています。国分高
校で、そしてサッカー部で学んだことを今後の人生でも
生かしていきたいと思います。

◎
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン

粕か
す

谷や 

純
平
君

意欲に満ち、活気溢
あ ふ

れる学校 国分高等学校
部活動

限られた時間を最大限有効に使う

県大会で準優勝したサッカー部員（写真提供：スタジオやよい）

岩
元
勇
作
さ
ん（
80
）

喜
久
さ
ん（
76
）

◎
溝
辺
町
麓
地
区

「
ズ
ッ
キ
ー
ニ
」
は
キ
ュ
ウ
リ
み
た
い
に

細
長
く
て
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
ス
パ
ゲ
テ
ィ

の
具
材
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
る
野
菜
。
カ
ボ

チ
ャ
科
で
野
菜
自
体
に
は
あ
ま
り
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
逆
に
ど
ん
な
料
理
に
も
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
種
類
や

栽
培
方
法
に
よ
っ
て
春
か
ら
秋
ご
ろ
ま
で
収

穫
さ
れ
ま
す
。

溝
辺
町
麓
地
区
の
岩
元
勇
作
さ
ん
は
、
妻

の
喜
久
さ
ん
と
55
年
間
、
二
人
三
脚
、
農
業

一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
主
に
タ
バ
コ
や

ニ
ン
ジ
ン
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
バ
コ

は
４
人
の
子
ど
も
た
ち
の
学
校
卒
業
と
同
時

に
や
め
、
そ
れ
か
ら
は
カ
ボ
チ
ャ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

喜
久
さ
ん
は
「
７
、
８
年
前
、
カ
ボ
チ
ャ

の
苗
を
買
っ
て
畑
に
植
え
た
ら
、
ツ
ル
は
伸

び
ず
に
葉
っ
ぱ
だ
け
が
大
き
く
な
っ
て
太
い

茎
の
根
元
に
細
長
い
実
が
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
初
め
て
”
ズ
ッ
キ
ー
ニ
“
だ
と
わ
か
っ

た
ん
で
す
」
と
愉
快
そ
う
に
話
し
ま
す
。

服
を
朝
露
に
濡
ら
し
、
一
本
一
本
丁
寧
に

収
穫
す
る
二
人
は
楽
し
み
な
が
ら
農
業
を
続

け
て
い
ま
す
。「
農
業
は
一
人
じ
ゃ
で
け
ん
。

相
棒
が
お
ら
ん
な
半
分
も
で
き
ん
で
や
な

あ
」
と
口
下
手
な
勇
作
さ
ん
が
微
笑
み
ま
す
。

レ シ ピ

〈作り方〉	 ①材料はオリーブオイルで別々にいためる。少し硬めがよい。
	 ②	最後に一緒にいため、塩・ブラックペッパーで味を調整し、隠し味でこぶ茶

を入れるとこくが出る。

	 ※ほかの夏野菜を入れてもいいし、みそいためもおいしい。

〈材　料〉	 	ズッキーニ（小1本）、ナス（小1本）、タマネギ（半分）、豚肉（100㌘）、塩・ブラック
ペッパー（適量）、オリーブオイル（適量）、こぶ茶（少量）

二
人
三
脚
夫め

お
と婦
道み

ち

お
い
し
い
野
菜
を
作
る

ズッキーニは歯ごたえがなすに似てい
て、油との相性のよい食材です。油で
いためたり揚げたりすることでおいしく
なります。煮込み料理にするときには
先に軽く油でいためてから煮込むとい
いようです。またカロリーが少なく、ダ
イエットにもお勧めの食材です。

ズッキーニ

茎の根本に実がなります 黄色と緑のズッキーニ
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「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
だ
よ
。
全
員
集
合
」
と
み

ん
な
の
掛
け
声
が
、
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
す
。

「
き
り
し
ま
創
造
舞
台
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

実
行
委
員
会
」
で
は
、
市
民
に
元
気
と
感
動
を

届
け
よ
う
と
８
月
８
日
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

を
開
催
。
現
在
そ
れ
に
向
け
て
３
月
か
ら
ダ
ン

ス
や
歌
の
け
い
こ
を
続
け
て
い
ま
す
。
役
者
は

４
歳
の
幼
稚
園
児
か
ら
70
歳
代
の
女
性
ま
で
総

勢
67
人
。
そ
の
ほ
か
の
小
道
具
な
ど
を
作
製
す

る
ス
タ
ッ
フ
も
入
れ
る
と
１
０
０
人
を
超
え
ま

す
。「

き
り
し
ま
創
造
舞
台
」
結
成
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
16
年
に
隼
人
町
合
併
50
周
年
記
念
事

業
で
実
施
し
た
市
民
参
加
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公

演
。
そ
の
と
き
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
「
こ
の

ま
ま
解
散
し
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
」
と
「
は

や
と
創
造
舞
台
」
を
結
成
。
昨
年
、
こ
の
活
動

を
霧
島
市
全
域
に
広
げ
よ
う
と
名
称
を
「
き
り

し
ま
創
造
舞
台
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
喜
び

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
実
行
委
員
長
で
隼
人
町

神
宮
の
地
蔵
原
勇
さ
ん
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

関
連
会
社
の
経
営
者
。「
６
年
前
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
出
演
し
た
と
き
、
体
に
ス
イ
ッ
チ
が
入

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
仕
事
一
筋
だ
っ
た
の
で

す
が
、
地
域
社
会
の
中
で
み
ん
な
と
力
を
合
わ

せ
て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。
し
か

し
こ
こ
数
年
、
公
演
も
実
現
で
き
ず
に
会
員
が

減
少
、
途
中
解
散
の
話
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

で
も
昨
年
、
観
客
２
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
公

演
を
開
催
。
脚
本
も
歌
も
ダ
ン
ス
も
手
作
り
で

し
た
が
、
観
客
か
ら
は
好
評
で
そ
の
評
価
に
会

員
も
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。　

隼
人
町
出
身
で
脚
本
と
演
技
指
導
を
担
当
す

る
福
岡
県
の
劇
団
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

の
徳
満
亮
一
さ
ん
は
、「
ご
苦
労
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
熱
気
と
パ
ワ
ー
に
は

圧
倒
さ
れ
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

今
回
の
舞
台
は
「
ひ
か
る
の
夏
２
０
１
０
～

龍
馬
か
ら
の
伝
言
～
」。
霧
島
市
の
自
然
、文
化
、

歴
史
や
史
跡
を
盛
り
込
ん
だ
、
人
と
の
「
絆
」

や「
明
日
へ
の
希
望
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
。

主
役
の
「
ひ
か
る
」
を
演
じ
る
鹿
児
島
第
一

中
学
校
１
年
の
甲か

斐い

智と
も

華か

さ
ん
は
「
普
段
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

こ
こ
で
は
自
分
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
気
持
ち

よ
く
演
じ
て
い
ま
す
。
本
番
ま
で
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
、
成
功
さ
せ
た
い
で
す
」
と
生
き
生

き
と
し
た
表
情
。

地
蔵
原
さ
ん
は
「
役
者
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ

な
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
、
こ
の
舞
台
で
自
分
を

変
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
一
人
一
人
の
思
い
を
一
つ
に
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
心
か
ら
喜
び
、
元
気
に
な
っ

て
も
ら
え
る
舞
台
づ
く
り
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
霧
島
市
で
も
っ
と
演

劇
を
楽
し
む
環
境
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

元気と感動を届けたい
THE SCENE

霧島に生きる

きりしま創造舞台ミュージカル公演実行委員会
委員長 地蔵原勇さん（56）
隼人町神宮

35歳まで東京のコンピューター関連会社に勤め
た後、帰郷。平成16年に隼人町合併50周年記念
事業のミュージカル「ひかるの夏」に出演。これを
きっかけに地域との関わりを持ち、宮内小学校Ｐ
ＴＡ会長や宮内地区青少年育成会の役員を歴任。

Profile

人とのきずなを紡ぎ一 つのことを成し遂げる

市制５周年記念　市民参加型オリジナルミュージカル
「ひかるの夏～龍馬からの伝言～」
と　き／	８月８日（日）
	 １回目：午後２時から　２回目：午後６時30分から
ところ／隼人農村環境改善センター
料　金／�大人：2,000円　子ども：1,000円（高校生以下）当

日は500円増し（国分シビックセンター売店ほかで
販売）

◎�問い合わせ先＝きりしま創造舞台ミュージカル公演実行委
員会　地蔵原☎090（9728）0706

指導者の徳満亮一さん
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横 川町下ノにある大出水。霧島山に降っ
た雨が長いときを経て湧き出ていると

言われている湧水で、森の中の岩穴から毎
分約 22㌧の清い水がこんこんと湧き出す神
秘的な場所です。湧水口の深さは約２㍍、水
温は１年を通じて 15 度前後で、夏でも涼しさ

を感じさせてくれます。湧き出た水は久
く

留
る

味
み

川へと流れ込み、周辺の川では、冷たく、そ
して清らかな水が流れています。特に下流 50
㍍付近は、緑のトンネルの中をエメラルド色の
川がゆったりと流れ、長いときをかけて流水
によってできた甌

おう

穴
けつ

も見ることができます。

青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

こんこんと湧き出す水は、自然のパワーを感じる

大お
お

出で

水み
ず

の
湧
水

こんこんと湧
わ

き出 
す 水 の 勢 い を 見
て い る と 自 然 の
パワーを感じます。
こっちまで力がわ
いてくるような気が
する、私のパワース
ポットです。

■
紹
介
者 

徳
永
健
一
さ
ん

鹿
児
島
テ
レ
ビ
放
送
㈱
霧
島
支
局  
記
者

おすすめ
ポイント

涼
を
求
め
て
出
か
け
た
く
な
る
季

節
で
す
ね
。
自
然
豊
か
な
霧
島
市
に

は
、
ち
ょ
っ
と
郊
外
へ
出
か
け
れ
ば

清
ら
か
な
水
が
流
れ
る
渓
流
や
滝
な

ど
が
い
く
つ
も
あ
り
、
涼
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
普
段
か
ら
各
地
を
回
り
、

こ
の
ま
ち
の
情
報
に
も
詳
し
い
マ
ス

コ
ミ
の
皆
さ
ん
に
、
涼
を
感
じ
ら
れ

る
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
涼
を
求

め
、
こ
の
ま
ち
で
し
か
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
極
上
の
癒
し
の
旅
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

涼
を
求
め
て

極
上
の

癒い
や

し
の
旅
へ

出
か
け
よ
う

涼
し
さ
を
感
じ
る
川
や
滝
、発
散
す
る
※
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
と

※
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
、私
た
ち
を
癒
し
て
く
れ
る
。

都
会
で
は
決
し
て
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
、澄
ん
だ
空
気
と
天
然
の
水
が
、

心
と
体
を
や
さ
し
く
包
ん
で
く
れ
る
。

霧
島
の
自
然
が
織
り
な
す
、極
上
の
癒
し
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

涼
を
求
め
て
出
か
け
た
く
な
る
季
節
で
す
ね
。
今
月
は
、こ
の
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
涼
し
さ
を
味
わ
え
る
場
所
を
、

こ
の
ま
ち
を
よ
く
知
る
６
人
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
紹
介
し
ま
す
。

大出水の湧水

近くには美しい川が流れる

※�フィトンチッドとは／森の中に入ると木々の独特の香りがします。その正体がフィトンチッドです。樹木などが発散する揮発性物質で、精神が落ち
着き、リラックス効果があるだけでなく、抗菌、防虫、消臭などの効果もあるといわれています。
※�マイナスイオンとは／細胞に悪影響をおよぼす活性化酸素や老廃物、乳酸などの有害物質を少なくする効果があります。森の中にはマイナスイオ
ンがいっぱいありますが、滝の周辺にも多いといわれています。
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※口蹄疫防止のために消毒へのご協力をお願いいたします。また、感染防止のために、シカなどには近づかないようにしてください。

今
回
紹
介
し
た
６
か
所
の
避
暑
地
。

夏
が
近
づ
く
と
現
れ
る
滝
が
あ
れ
ば
、

高
さ
36
㍍
か
ら
毎
日
豪
快
に
水
が
流

れ
落
ち
る
滝
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

甌お
う

穴け
つ

の
中
を
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
川
が

あ
れ
ば
深
い
渓
谷
も
あ
り
ま
し
た
。

一
言
で
滝
、
川
と
言
っ
て
も
、
そ
の

趣お
も
む
きは
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
姿
は
、
長
年

の
歳
月
を
か
け
て
で
き
た
、
ま
さ
に

自
然
が
つ
く
り
出
し
た
ア
ー
ト
。
こ

の
夏
は
涼
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の

自
然
か
ら
の
贈
り
物
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
自
然
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※�

川
や
そ
の
周
辺
に
は
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ

や
、
危
険
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。
お
出

か
け
の
際
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

川の流れはこのまちの歴史。いつまでも守り続けたい。

霧 島神宮近くにある落差４㍍の滝。小規模で
すが水量が豊かで迫力十分。段々状のコケ

むした岩肌を縫うように清流が落ちます。御手洗
滝が現れるのは５月から10月ごろまで。その理由
は、滝に流れ込む御手洗川が 11月から４月ごろま
ではほとんど枯れていますが、５月ごろになると岩
穴から大量の水が勢いよく湧き出て小川をつくりま
す。そのため、川が流れる時期しか滝は現れません。
なぜ、御手洗川の水は５月ごろに現れるのか、そ
の理由は分かっておらず、霧島七不思議の一つと
なっています。

５月から10月ごろまでしか見ることのでき
ない不思議な滝

御
み た ら し

手洗滝

牧 園町にある犬飼滝。高さ36
㍍から豪快に水が落ちる様

が壮観な滝です。かつて坂本龍馬
も新婚旅行のとき、この滝を眺め
ました。近くには和気神社や和気
湯などもあり、新かごしま百景の１
位にも選ばれました。近くを通る市
道沿いにある駐車場には滝見台があり、そこから
も犬飼滝を見ることができますが、滝のすぐ近くま
では遊歩道が通っており、近くで見上げる滝は迫
力満点。人気の観光スポットです。

高さ36㍍から豪快に水が落ちる迫力満
点の滝

犬飼滝散策コース

国 分台明寺にある台明寺渓谷公園。自然の渓
流を生かした公園で、渓流によって表面が

滑らかに削られてできたきれいな石畳が並んでいま
す。川の流れは緩やかで水深も浅いため、子ども
たちも遊べることから、夏場は多くの家族連れでに
ぎわいます。少し上流には甌穴が広がり、自然の
力と歴史を感じることができます。近くには、天智
天皇へ献上された竹笛や源平合戦のとき平敦盛が
秘蔵していた笛にも使われたといわれる「青葉の竹」
があり、自然の力や歴史を学ぶ場としても人気があ
ります。

川のせせらぎに誘われて、つい足をつけた
くなります

台
だい

明
みょう

寺
じ

渓谷公園

霧 島神宮近くの霧島市観光案内所の下にある
駐車場から階段を下り、道なりに進むと幅

1.5㍍ほどの橋が現れます。そこには、緑に囲まれ
た深い渓谷が広がっており、「神水峡」と呼ばれて
います。その雰囲気はとても神秘的で、知る人ぞ
知る穴場スポットとして地元の方に守られています。
周辺には遊歩道があり、森の中を散策すると、こ
れまで気付かなかったビューポイントを発見するこ
とも。歩いたあとは観光案内所前にある足湯につ
かり、心も体も癒すことができる散策コースとなっ
ています。

緑の中を流れる渓谷は、時間が経つのを
忘れさせてくれる神秘的な場所

神水峡

Kirishima Resort

牧 園町丸尾地区にある丸尾滝の上に広が
るのが千畳敷。国道１号から階段を下

りると、そこには長さ200㍍、幅 15㍍の岩盤
の川床が広がっています。上流の栄之尾温泉
や硫黄谷温泉の温泉水が流れてくるため、少
し温かい湯の川です。岩盤が赤く見えるのは、

温泉に含まれる酸性物質が岩盤に含まれる
鉄分を赤く錆

さび

びさせているため。周辺には丸
尾滝以外にも、布

ぬの

引
びき

滝や霧島最古といわれる
岩風呂など、周辺の原生林を巡る2.5㌔の遊
歩道は丸尾自然探勝路と呼ばれ、散策コース
としても人気があり、森林浴にも最適です。

温泉水が流れる少し温かい湯の川は、癒し効果抜群

千せ
ん

畳じ
ょ
う

敷じ
き川に足をつけ、しば

し目を閉じてみてくだ
さい。ここの川は温泉
水が混ざっているので、
心地よい温さとせせ
らぎの音が、癒してく
れます。

■
紹
介
者 

和
田
俊
之
さ
ん

南
日
本
放
送
霧
島
支
社　

記
者

深い緑の中を勢いよく落ちる滝を、
すぐ近くで見てください。飛び散る
水しぶきからはマイナスイオンを体
全体で感じることができます。

■紹介者 中野督
まさ

子
こ

さん
南日本新聞社霧島総局　記者

緑に囲まれた散策コースがお気に
入り。中でも滝の近くには大きな岩
があり、その上に寝そべって滝の音
を聞いていると、すごく癒されます。

■紹介者 福留湖
こ

弓
ゆみ

さん
南九州ケーブルテレビネット㈱

森の中に突如と現れる深い渓谷は、
とても神秘的です。周辺の遊歩道を
歩くと、普段は気付かない発見など
があって、とても楽しいですよ。

■紹介者 上原あずみさん
南日本リビング新聞社

川の水が冷たく、涼しさを感じられ
る場所です。上流には甌穴があり、
私はまだ見つけられませんがハー
ト型の甌穴もあるみたいですよ。

■紹介者 松元麻梨子さん
南九州ケーブルテレビネット㈱

おすすめ
ポイント

おすすめ
ポイント

おすすめ
ポイント

おすすめ
ポイント

おすすめ
ポイント

青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

犬飼滝

青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

神水峡

青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

御手洗滝
青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

台明寺
渓谷公園

青葉小

国分北小

霧島温泉市場

神話の里公園
（道の駅 霧島）

丸尾温泉

牧園小

牧園
総合支所

千畳敷

5月から10月まで現れる御手洗川

丸尾滝

犬飼滝周辺には大きな岩がごろごろ

上流には甌穴が広がる

遊歩道を歩くと普段では気付かない発見もある
緑
の
中
を
歩
く
遊
歩
道

至霧島

・和気神社
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i
n

f
o
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a
t

i
o

n

霧
島
市
立
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、

青
少
年
の
問
題
行
動
や
非
行
を
未

然
に
防
ぎ
、
青
少
年
を
健
全
に
育

成
す
る
た
め
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
社
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
や
団

体
な
ど
と
の
緊
密
な
連
携
と
協
力

の
も
と
に
、
補
導
活
動
、
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

市
民
総
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
育

成
を

◦�

国
分
地
区
５
人
、
隼
人
地
区
３

人
、
溝
辺
、
横
川
、
牧
園
、
霧

島
、
福
山
地
区
各
１
人
の
計
13

人
が
補
導
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
、

街
頭
補
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
育
成
セ
ン
タ
ー
の
指
導

員
も
週
４
回
市
内
を
巡
回
し
、

声
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦�

定
期
補
導
や
随
時
の
補
導
で
は
、

神
社
、
公
園
、
不
審
者
の
出
没

個
所
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
レ

ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
や
書
店
な
ど

を
巡
回
し
、
さ
ら
に
、
特
別
補

導
と
し
て
、
夏
祭
り
や
花
火
大

会
な
ど
で
も
巡
回
し
ま
す
。　

◦�
補
導
活
動
の
ほ
か
、
有
害
図
書

な
ど
の
販
売
や
遊
興
に
関
わ
る

こ
と
に
対
し
て
点
検
や
協
力
依

頼
を
行
い
ま
す
。

◦�

校
外
生
活
指
導
連
絡
会
や
校
区

青
少
年
健
全
育
成
連
絡
会
、
警

察
署
な
ど
の
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●�

教
育
相
談

今
、
子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
い
じ
め
、
不
登
校
、
し
つ
け
、

進
路
、
非
行
、
友
達
関
係
な
ど
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

昨
年
度
は
27
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

◦�

相
談
日
時
＝
月
曜
日
～
金
曜
日
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時

夏
の「
郷ふ

る
さ
と土
に
学
び・

育は
ぐ
くむ
青
少
年
運
動
」

県
で
は｢

郷
土
に
学
び
・
育
む

青
少
年
運
動｣

と
し
て
、
鹿
児
島

の
教
育
的
伝
統
と
風
土
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦�

運
動
期
間
＝
７
月
１
日（
木
）～

８
月
31
日（
火
）

●�

主
体
的
活
動
の
推
進

自
然
体
験
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
へ
の
青
少
年
の
積
極

的
な
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

●�

親
・
大
人
の
意
識
の
高
揚
・
啓

発
の
推
進

大
人
が
自
ら
姿
勢
を
正
す
と
と

も
に
、
良
き
手
本
と
な
る
よ
う
、

モ
ラ
ル
の
向
上
と
社
会
規
範
の
意

識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

●�

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
育
成

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

の
浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
煙
や
薬

物
乱
用
の
防
止
、
深
夜
外
出
の
禁

止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
立
青

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
☎（
43
）４

０
５
７

○価格（税込）
・20㍑ 1,000円、10㍑ 600円
・ペットボトル＝500㍉㍑ 110円、２㍑ 230円

霧
島
の
大
自
然
か
ら
生
ま
れ
た
温
泉
水
「
関
平
鉱
泉
」。

長年飲み継がれた地元の味をぜひ、お試しあれ
1832年、日本最初の国立公園霧島で、自然の中で湧き出
す温泉水が発見されます。これが関平鉱泉です。
霧島に降った雨が地下深くへとしみ込み、地下の高熱で溶
かされた多くのミネラルが含まれ、湧き出た温泉水。一口飲
めば口いっぱいに広がるのは霧島の大自然の味。古くからこ
の地で飲み継がれてきたこの水は、まさに故

ふる

郷
さと

の味です。
そのまま飲むもよし、焼酎を割るもよし、これからの季節、
キンキンに冷やして飲むもよし。霧島の大自然の味をあなた好
みにアレンジして、ぜひご堪能ください。

◎問い合わせ先＝関平鉱泉所  ☎0120（23）5524

故郷の味を
お中元にも

どうぞ。

（全国発送
もできます

）

シ
リ
ー
ズ
②

「
霧
島
市
配
偶
者
等
か
ら
の

暴
力
防
止
及
び

被
害
者
支
援
に
関
す
る

計
画
」を
策
定
し
ま
し
た

●�

配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
基
づ
く

支
援
の
流
れ

配
偶
者
暴
力
防
止
法
は
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
を
防
止
し
、
被
害
者

を
保
護
す
る
法
律
で
す
。
被
害
に

あ
っ
て
い
る
方
は
、
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
、

援
助
、
保
護
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
側
に
責
任

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
殴
ら
れ
る
の

に
は
被
害
者
に
も
原
因
が
あ
る
の

で
は
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
す
。

暴
力
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為

で
、
あ
く
ま
で
も
加
害
者
に
責
任

が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
暴
力
の
被

害
を
受
け
て
苦
し
ん
で
い
た
ら
、

一
人
で
悩
ん
だ
り
せ
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

・�

鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
１
４
６

７
・�
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６

６
３
０
・
６
６
３
１

・�

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
保
健

福
祉
環
境
部
☎（
44
）
７
９
６

５
・�

鹿
児
島
県
警
察
本
部
生
活
安
全

企
画
課
☎
０
９
９
（
２
０
６
）

０
１
１
０
（
代
表
）

・�

霧
島
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

☎（
47
）
２
１
１
０
（
代
表
）

・�

市
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談

室
☎（
64
）
０
９
９
１

・�

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推

進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）
０
９
１

４

G ender equality ◎男女共同参画 U pbringing ◎青少年育成E vent ◎イベント情報

このほかにも魅力ある催しが盛りだくさんです。
◎問い合わせ先＝みやまコンセール　☎（78）8000

友の会より

「友の会」会員とボランティアスタッフの募集
「霧島国際音楽祭友の会」では、音楽祭を地元で支え、多くの方
と楽しむために友の会会員を募集しています。年会費は個人5,000
円（家族会員・法人会員あり）です。会員は音楽祭期間中、みやまコ
ンセールでのコンサートが特別割引や一部無料で楽しめます。また、
ビュッフェ・パーティー（牧園友の会）、てのむコンサート（霧島友の会）
への参加（有料）、情報誌の提供など特典が満載です。

■�演奏会の受付など、運営のお手伝いをいただくボランティア
スタッフも募集中です。
◎�問い合わせ先＝霧島国際音楽祭　牧園友の会事務局☎
（76）0062・霧島友の会事務局☎（57）1111

2010

7/22木▶8/8日

第31回
日本で最も熱いフェスティバル。
雄大な自然と情熱の響き。

日程 コンサート名・時間・場所

7/23
(金)

仲道郁代と訪ねる生誕200年ショパンの旅
～ワンコイン・コンサート～
午後７時開演　霧島市民会館

7/24
(土)

かがり火コンサート　※荒天中止
～誰も寝てはならぬ！霧島神宮　幻想の杜～
午後７時30分開演　霧島神宮

7/25
(日)

オープニング・スペシャル・ガラコンサート
～華麗なるコンチェルトの饗宴～
午後４時開演　みやまコンセール

7/28
(水)

エアポート・コンサート
～金管・チェロのミニコンサート～
午後５時30分開演　鹿児島空港国際線２階出発ロビー

8/1
(日)

ファミリー・コンサート
～親子のための思い出に残るファースト・
クラシック「のだめ」の名曲！～
午前11時30分開演　みやまコンセール

8/3
(火)

縄文の森　ミュージアム・コンサート
～悠久の森に響く　フルート音色～
午後１時開演　上野原縄文の森

8/8
(日)

ファイナル・コンサート
～ボッセの故郷・ドイツ音楽の真髄～
午後２時開演　みやまコンセール

■主なプログラム

無料

無料

無料

被 害 者

相
談
し
た
い

警
察

加
害
者
か
ら

逃
げ
た
い

県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

一時保護

地方裁判所

加害者

申立書の作成

加害者を引き離して欲しい

保護命令発令

命令に違反すれば、1年以下の
懲役又は100万円以下の罰金

配偶者からの暴力を受けた
状況などのほか、配偶者暴
力相談支援センターや警察
に相談した事実等があれば、
その事実等を記載。

（身体に対する暴力又は生
命等に対する脅迫に限る）
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�

幕
末
の
志
士
、
坂
本
龍
馬
は
妻
の
お
龍
と

慶け
い

応お
う

二
（
一
八
六
六
）
年
に
鹿
児
島
を
訪
れ
、

高
千
穂
登
山
を
し
ま
し
た
。

龍
馬
が
姉
の
乙
女
様
に
出
し
た
手
紙
に
は

高
千
穂
の
絵
図
が
描
か
れ
、
山
頂
の
「
天
の

逆
鉾
」
の
絵
図
ま
で
添
え
て
あ
り
ま
す
。

龍
馬
の
絵
図
と
近
ご
ろ
の
逆
鉾
の
写
真
と

見
比
べ
る
と
、
今
の
逆
鉾
は
、
龍
馬
の
描
い

た
鉾
の
上
部
に
三
本
の
剣
の
よ
う
な
物
を

く
っ
つ
け
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

え
え
何
で
？　

こ
う
疑
問
を
感
じ
始
め
て

か
ら
、
古
い
時
代
の
逆
鉾
の
状
態
な
ど
を
知

り
た
く
な
り
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

実
は
、
龍
馬
た
ち
よ
り
三
十
年
前
に
高
千

穂
に
登
り
、
山
や
逆
鉾
の
絵
図
を
残
し
た
伊い

東と
う

凌り
ょ
う

舎し
ゃ

と
い
う
江
戸
の
講こ

う

談だ
ん

師し

が
い
る
の
で

す
。
凌
舎
は
参
勤
交
代
を
終
え
て
帰
国
す
る

島し
ま

津づ

斉な
り

興お
き

に
お
供
し
て
、
薩
摩
に
入
り
、
天

保
六
（
一
八
三
五
）
年
か
ら
七
年
ま
で
領
内

を
回
り
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
時
に
見
聞
き
し

た
こ
と
を
ま
と
め
、『
鹿
児
島
ぶ
り
』
と
い

う
紀
行
文
に
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

天
保
七
年
七
月
二
十
六
日
、
高
千
穂
登
山
。

「
い
ち
ご
の
実
に
て
、
カ
ツ
を
凌し

の

ぎ
つ
ゝ
上

り
見
れ
ば
、
兼か

ね

て
聞き

き

及お
よ
ぶ、

天
の
逆
鉾
有
。
鉾

天
あ

ま

の
逆

さ

か

鉾
ほ

こ

由ゆ

来
ら

い

考
こ

う

は
実
に
神か

み

代よ

の
器
な
り
と
云い

う

も
、
左
も
可あ

る

有べ
き

な
り
」
と
感
想
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
人
、
橘

た
ち
ば
な

南な
ん

谿け
い

と
い
う
京
都
の
医
者

が
高
千
穂
に
登
っ
て
い
ま
す
。
天
明
二
（
一

七
八
二
）
年
十
一
月
で
、
凌
舎
よ
り
さ
ら
に

五
十
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
の

紀
行
文
が
、『
西さ

い

遊ゆ
う

記き

』
と
し
て
有
名
で
す
。

南
谿
は
登
山
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。「
予
、
久ひ

さ

敷し
く

、
此
の
逆
鉾
の
事
、

聞き
き

居い

て
ゆ
か
し
く
思
い
居
つ
れ
ば
、
鹿
児
島

逗
留
の
時
節
、
志
を
起
し
て
登
ら
ん
と
す
」

こ
れ
よ
り
察
す
る
と
こ
ろ
、
早
い
時
代
か

ら
、
神
代
の
珍
品
と
さ
れ
る
「
天
の
逆
鉾
」

の
名
は
藩
外
に
も
聞
こ
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
「
天
の
逆
鉾
」
を
一
度
見
て
み
た

い
と
い
う
願
望
が
、
江
戸
時
代
に
は
他
国
の

人
の
中
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
南
谿
は
も
ち
ろ
ん
凌
舎
や
龍
馬
の

高
千
穂
登
山
の
動
機
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う

に
思
え
る
の
で
す
。

さ
て
天
の
逆
鉾
と
は
何
ぞ
や
、
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
南
谿
い
わ
く
、

「
む
か
し
、
あ
め
つ
ち
い
ま
だ
、
ひ
ら
け

ざ
り
し
時
、
冊さ

く

諾た
く

二
柱
の
御
神
、
天
の
浮
橋

の
上
よ
り
、
霧
の
海
を
詠な

が

め
下
し
給
ふ
に
、

霧
島
市
に
お
け
る
死
因
で
多
い
の
が
脳
血

管
や
心
臓
の
病
気
で
、
そ
の
要
因
と
な
る
脂

質
異
常
症
（
高
脂
血
症
）
や
高
血
圧
症
に
つ

い
て
も
、
市
の
健
康
診
査
の
結
果
を
見
る
と

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
保
つ
生

活
習
慣
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

脂
質
異
常
症
と
は
？

脂
質
異
常
症
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
が
血
液
中
に
増
え
過
ぎ
て
、
血
液
が
ド

ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

自
分
の
生
活
習
慣
や
危
険
因
子
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□　

脂
っ
こ
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る

□　

甘
い
も
の
を
よ
く
食
べ
る

□　

�

お
酒
を
毎
日
た
く
さ
ん
飲
む
（
一
合
を

超
え
て
）

□　

運
動
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い

□　

睡
眠
不
足

□　

血
糖
値
が
高
め

□　

肥
満
傾
向
に
あ
る

□　

家
族
に
心
臓
病
や
脳
卒
中
の
人
が
い
る

□　

高
血
圧
で
あ
る

（
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
多
い
ほ
ど
要
注
意
！
）

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
に
は
？

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
に
は
食
生
活
や

運
動
な
ど
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
注
意
し
、
生
活

習
慣
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
ポ
イ
ン
ト

・�

適
正
体
重
を
キ
ー
プ
し
よ
う

・�

禁
煙
に
努
め
よ
う

・�

動
物
性
脂
肪
を
減
ら
そ
う

・�

適
度
な
運
動（
１
日
１
万
歩
な
ど
）を
し
よ
う

・�

食
事
は
３
食
、
過
食
を
防
ご
う

・�

食
物
繊
維
を
と
ろ
う

・�

ア
ル
コ
ー
ル
・
甘
い
も
の
は
控
え
よ
う

●
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
た
め
の
食
品

・�

魚
＝
サ
バ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
な
ど

・�

大
豆
・
大
豆
製
品
＝
豆
腐
、
納
豆
、
お
か

ら
な
ど

・�

食
物
繊
維
＝
海
藻
類
、
野
菜
、
キ
ノ
コ
類

な
ど

・�

緑
黄
色
野
菜
＝
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
カ
ボ

チ
ャ
、
ト
マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど

献
血
の
協
力
に
つ
い
て

現
在
、
全
国
で
１
年
間
に
約
５
１
４
万
人

の
方
か
ら
献
血
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
血
液
は
輸
血
を
中
心
と
し
た
医
療
を
支

え
て
い
ま
す
。
血
液
は
、
ま
だ
人
工
的
に
造

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
血
液
は
保

存
期
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
絶
え
ず
誰
か
の
献

血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
献
血
者
数
（
特
に
若
年
層
）
の

減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。
特
に
冬
場
か
ら
春
先

に
か
け
て
は
風
邪
な
ど
体
調
を
崩
す
方
が
多

健康増進課

鮫島��友和

血
液
と
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

い
こ
と
か
ら
、
学
校
・
企
業
な
ど
の
協
力
が

得
ら
れ
に
く
く
献
血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

常
に
迅
速
か
つ
安
定
的
な
供
給
を
図
る
た

め
に
献
血
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。

●
献
血
に
協
力
す
る
と
…

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
献
血
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
を
対
象
に
７
項
目
の
生
化
学
検

査
成
績
（
総
蛋
白
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
な

ど
）
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成

分
献
血
・
４
０
０
㍉
㍑
献
血
を
し
た
方
に
は

生
化
学
検
査
成
績
に
あ
わ
せ
て
、
８
項
目
の

血
球
計
数
検
査
成
績
（
赤
血
球
・
白
血
球
・

血
小
板
数
な
ど
）
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

（
い
ず
れ
の
通
知
も
希
望
者
に
限
り
ま
す
）。

こ
れ
ら
の
結
果
は
２
週
間
程
度
で
通
知
で

き
ま
す
。

島
の
ご
と
く
に
見
ゆ
る
も
の
有
。
二
柱
の
御

神
、
天
の
と
ぼ
こ
を
以
て
是
を
探さ

ぐ

り
見
給
ふ

に
、
国
な
り
け
れ
ば
、
則

す
な
わ
ち

此
所
に
跡
を
垂
た

ま
ふ
。
霧
島
山
と
名
付
け
る
由
来
に
し
て
、

其そ
の

鉾
を
逆
し
ま
に
下
し
給
ひ
し
が
、
今
に
到

り
、
其
ま
ま
に
こ
の
山
の
絶
頂
に
建
て
有
る

を
天
の
逆
鉾
と
い
ふ
」（
冊
諾
と
は
イ
ザ
ナ

ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
二
神
）

こ
れ
に
対
し
て
、
薩
摩
藩
の
学
者
、
白し

ら

尾お

国く
に

柱は
し
らは

『
麑げ

い

藩は
ん

名め
い

勝し
ょ
う

考こ
う

』（
寛
政
七
年
・
一

七
九
五
）
の
中
で
、
出い

ず
も雲

の
大お

お

己な

貴も
ち
の

神か
み

（
大お

お

国く
に

主ぬ
し

命み
こ
と）

が
国く

に

譲ゆ
ず

り
を
し
た
時
、
天
孫
ニ
ニ

ギ
ノ
命

み
こ
とに
自
分
の
持
っ
て
い
た
鉾
を
奉
っ
た
。

ニ
ニ
ギ
ノ
命
は
そ
の
鉾
を
携
え
て
高
千
穂
に

天あ
ま

降く
だ

り
、
山
頂
に
立
て
て
、
国
内
統
治
と
天

下
平
安
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
と
い
う
ふ
う
に

考
証
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
二
つ
の
説
を
詮
索
す
る
と
、
南
谿

説
は
『
記き

紀き

（
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
こ
と
）』

の
読
み
違
い
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

『
古
事
記
』
も
『
日
本
書
紀
』
も
、
鉾
は

天
上
に
引
き
上
げ
た
と
書
い
て
お
り
、
山
頂

に
立
て
た
と
は
全
然
言
っ
て
い
ま
せ
ん
。
霧

の
中
に
島
の
ご
と
く
見
え
た
も
の
が
あ
っ
た

の
で
、
鉾
で
探
っ
て
み
た
ら
国
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
霧
島
山
と
い
う
由
来
だ
と
南
谿
は
書

い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
も
正
し
い
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
天
上
か
ら
下
界
（
海
）
に

指
し
下
ろ
し
た
鉾
を
引
上
げ
る
時
に
鉾
先
か

ら
滴

し
た
た

っ
た
潮
が
凝
り
固
ま
っ
て
、
ま
ず
オ
ノ

コ
ロ
島
（
日
本
島
の
母
体
）
が
で
き
た
と

『
記
紀
』
は
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
二

神
（
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
）
は
オ
ノ
コ
ロ

島
に
天
降
り
、
淡あ

わ

路じ

島し
ま

や
伊い

予よ

島じ
ま

（
四
国
）、

筑つ
く

紫し

島じ
ま

（
九
州
）
な
ど
を
生
ん
で
い
く
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
二
神
が
下
界
に
鉾
を
指

し
下
ろ
し
た
時
点
で
は
、
九
州
に
あ
る
高
千

穂
の
峰
は
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
は
ず
で

す
。　
　
　
　
　

一
方
、
白
尾
氏
の
説
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、

『
記
紀
』
の
神
話
と
矛
盾
し
て
い
ま
せ
ん
。

さ
て
、
肝
心
の
疑
問
点
、
逆
鉾
は
元
は
ど

ん
な
形
を
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
後
編
で
お
話
い
た
し
ま
す
。

文
責
＝
藤現在の逆鉾

血液と
健康づくり

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

～
前
編
～

龍馬が描いた
逆鉾

■鹿児島県の若年層献血者数の推移
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献
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※�
４
月
１
日
～
20
日
の
間
に
転
入

さ
れ
た
検
診
対
象
者
で
、
通
知

が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課

☎（
64
）０
９
０
５

市
内
中
小
企
業
者
の
方
へ

●�

霧
島
市
商
工
業
資
金
利
子
補
給

制
度
の
利
子
補
給
率
の
引
き
上

げ
の
延
長

◦�

対
象
期
間
／
資
金
＝
平
成
22
年

１
月
１
日
～
12
月
31
日
／
県
制

度
資
金
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
資
金

◦�

補
助
金
額
＝
借
入
金
額
の
２
㌫

（
通
常
１
㌫
）

◦�

利
子
補
給
対
象
借
入
限
度
額
＝

２
０
０
０
万
円

◦�

補
助
限
度
額
＝
40
万
円

●�

県
制
度
資
金
の
経
済
対
策
特
別

資
金
に
対
す
る
信
用
保
証
料
補

助
の
１
年
延
長

◦�

対
象
期
間
＝
平
成
22
年
１
月
１

日
～
平
成
23
年
３
月
31
日

◦�

補
助
金
額
＝
信
用
保
証
料
率
の

う
ち
０
・
11
㌫
に
相
当
す
る
額

○
条
件

◦�

霧
島
商
工
会
議
所
か
霧
島
市
商

工
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

◦�

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

◦�

商
工
会
議
所
か
商
工
会
を
通
じ

て
の
申
し
込
み
で
あ
る
こ
と

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
商
工
振
興
課

商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
１
２

隼
人
図
書
館

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

夏
休
み
期
間
中
（
７
月
21
日
～

８
月
31
日
）
は
定
例
休
館
日
の
月

曜
日
も
開
館
し
ま
す
。
開
館
時
間

の
変
更
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦�

平
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
７
時

（
通
常
は
午
前
10
時
～
午
後
７

時
）

◦�

土･

日･

祝
日
＝
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
通
常
ど
お
り
）

※�

ほ
か
の
図
書
館
（
室
）
は
通
常

ど
お
り
の
開
館
時
間
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
図
書
館

☎（
43
）
７
５
７
４

福
山
雅
治
・
坂
本
龍
馬
写
真
展

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ｢

龍
馬
伝｣�

で
坂
本
龍
馬
の
成
長
す
る
姿
を
伝

え
続
け
て
い
る
福
山
雅
治
さ
ん
の

写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
７
月
18
日（
日
）～
31
日

（
土
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
30
分

◦�

場
所
＝
西
郷
公
園

◦�

料
金
＝
無
料

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
西
郷
公
園
☎

（
58
）３
１
５
３
、
溝
辺
地
域
振

興
課
☎（
59
）３
１
１
１

霧
島
市
合
同
金
婚
式

◦�

期
日
＝
10
月
５
日（
火
）

◦�

場
所
＝
霧
島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◦�

該
当
者
＝
昭
和
35
年
１
月
１
日

～
12
月
31
日
に
婚
姻
さ
れ
た
ご

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
・
後

期
高
齢
者
医
療
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
８
８
６

霧
島
市
戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
に
対
し
、
追
悼
の
誠
を

捧
げ
る
た
め
挙
行
し
ま
す
。
ご
遺

族
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

列
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時
＝
８
月
３
日（
火
）午
前
10

時
か
ら

◦�
場
所
＝
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
保
健
福
祉
政

策
課
☎（
64
）０
９
０
４

女
性
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
交
付

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
目
的
に
、
一
定
年
齢
の
女
性
を

対
象
に
、「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

と
「
乳
が
ん
検
診
」
の
検
診
費
用

が
無
料
と
な
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

と
、
が
ん
に
つ
い
て
解
説
し
た
検

診
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。
ぜ
ひ
活

用
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

交
付
時
期
＝
８
月
上
旬

◦�

対
象
と
な
る
検
診
＝
市
の
実
施

す
る
検
診

◦�

対
象
者

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31

日
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

７
月
末
ま
で
に
簡
易
書
留
で
送
付

し
ま
す
。
古
い
保
険
証
は
お
近
く

の
担
当
窓
口
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

８
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
保
険
証

が
届
か
な
い
場
合
は
、
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
、

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
国
民
健

康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入
さ
れ

た
方
の
保
険
証
が
含
ま
れ
て
い
な

い
か
確
認
し
、
資
格
内
容
に
異
動

が
あ
る
場
合
に
は
必
ず
担
当
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
相
談
を
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
さ
れ

て
い
る
世
帯
に
は
、
通
常
の
保
険

証
を
送
付
で
き
ま
せ
ん
。
７
月
中

に
納
付
相
談
に
お
越
し
の
上
、
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎霧島市からのお知らせK irishima Information

夫
婦

◦�

申
込
方
法
＝
７
月
30
日（
金
）ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

ま
た
は
民
生
委
員
、
自
治
会
長

（
霧
島
地
区
の
み
）
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎（
45
）
１
５
５
７

退
職
自
衛
官
を

採
用
し
ま
せ
ん
か

平
成
23
年
３
月
末
に
退
職
す
る

任
期
制
自
衛
官
の
合
同
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
企
業
、
団
体

の
皆
さ
ま
、
退
職
自
衛
官
の
採
用

を
検
討
し
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
＝
８
月
30
日（
月
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
オ
ロ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

（
鹿
児
島
市
卸
本
町
６
番
地
12
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
自
衛
隊
鹿
児

島
地
方
協
力
本
部
・
国
分
援
護

セ
ン
タ
ー
☎（
46
）９
２
１
６

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と

１
０
０
０
万
サ
マ
ー

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売

さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
が
行
う
公
共
事
業

な
ど
の
資
金
と
し
て
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

局
警
防
課
救
急
救
助
係
☎（
64
）

０
１
１
９

働
く
婦
人
の
家
親
子
講
座

夏
休
み
期
間
中
に
親
子
の
共
同

作
業
で
作
品
づ
く
り
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

◦�

期
日
＝
８
月
４
日（
水
）

◦�

場
所
＝
働
く
婦
人
の
家

◦�

対
象
＝
市
内
の
小
学
生
以
上
と

そ
の
親
な
ど
（
２
人
１
組
）

◦�

定
員
＝
各
15
組
（
30
人
）

◦�

申
込
期
間
＝
７
月
９
日（
金
）か

ら
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
押
し
花
は
が
き

◦�

時
間
＝
午
前
10
時
～
12
時

◦�

材
料
費
＝
２
０
０
円
（
１
組
）

②
手
づ
く
り
雑
貨

◦�

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

◦�

材
料
費
＝
６
０
０
円
（
１
組
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
働
く

婦
人
の
家
☎（
46
）４
４
６
４

※�

口こ
う

蹄て
い

疫え
き

の
関
係
で
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
中
止
・
延
期
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。

◦�

発
売
期
間
＝
７
月
７
日（
水
）～

30
日（
金
）

◦�

抽
選
日
＝
８
月
10
日（
火
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
市
町
村
振

興
協
会
☎
０
９
９（
２
０
６
）１

０
０
１

募　

集

第
18
回
ニ
ー
ハ
オ
・
ラ
ン
チ

国
際
交
流
員
（
中
国
、
ア
メ
リ

カ
）
と
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
異
文

化
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
７
月
28
日（
水
）午
前
11

時
30
分
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
牧
園
総
合
支
所
１
階
第

３
会
議
室

◦�

定
員
＝
５
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◦�

参
加
料
＝
５
０
０
円
程
度
（
弁

当
代
）

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
氏

名
、
連
絡
先
、
国
際
交
流
員
へ

聞
き
た
い
こ
と
な
ど
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
）

◦�

申
込
締
切
＝
７
月
21
日（
水
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４
、℻（
47
）２
５

２
２

国
際
料
理
キ
ッ
チ
ン
（
子
ど
も

特
集
）―

異
文
化
を
楽
し
も
う

国
際
交
流
員
と
本
場
の
簡
単
な

料
理
を
一
緒
に
作
り
、
ア
メ
リ
カ
、

中
国
の
話
を
聞
き
、
遊
び
も
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

◦�

日
時
＝
７
月
29
日（
木
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
（
国

分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
）

◦�

定
員
＝
20
人

◦�

対
象
者
＝
小
・
中
学
生

◦�

参
加
料
＝
３
５
０
円
程
度
（
保

険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限
＝
７
月
23
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画

政
策
課
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
１
４

第
２
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

◦�

日
時
＝
７
月
31
日（
土
）午
前
９

時
～
12
時
（
小
雨
決
行
）

◦�

集
合
場
所
／
時
間
＝
①
隼
人

庁
舎
／
午
前
８
時
30
分
～
８
時

40
分
、
②
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
／
午
前
８
時
50
分
～
９
時

（
当
日
は
バ
ス
で
巡
り
ま
す
）

◦�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上

◦�

参
加
・
資
料
費
＝
７
０
０
円（
当

日
持
参
く
だ
さ
い
）

◦�

見
学
場
所
＝
大
隅
国
分
寺
跡
、

国
分
郷
土
館
な
ど
の
史
跡

◦�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
間
＝
７
月
20
日（
火
）～

29
日（
木
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化

振
興
課
文
化
財
グ
ル
ー
プ
☎

（
42
）１
１
１
９

上
級
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

市
民
の
救
命
率
の
向
上
を
目
的

と
し
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
、
三
角
布
を
用
い
た
応

急
手
当
法
お
よ
び
患
者
搬
送
法
な

ど
を
学
習
し
ま
す
。

◦�

対
象
者
＝
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

◦�

日
時
＝
８
月
７
日（
土
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

◦�

場
所
＝
消
防
局
消
防
本
部
３
階

会
議
室

◦�

定
員
＝
30
人

◦�

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限
＝
７
月
26
日（
月
）

※�

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
２
５
０
０
円
が
必

要
で
す
。

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防

乳がん検診対象者 子宮頸がん検診対象者
年齢 生 年 月 日 年齢 生 年 月 日

40歳 昭和44年4月2日～ 45年4月1日 20歳 平成元年4月2日～ 2年4月1日

45歳 昭和39年4月2日～ 40年4月1日 25歳 昭和59年4月2日～ 60年4月1日

50歳 昭和34年4月2日～ 35年4月1日 30歳 昭和54年4月2日～ 55年4月1日

55歳 昭和29年4月2日～ 30年4月1日 35歳 昭和49年4月2日～ 50年4月1日

60歳 昭和24年4月2日～ 25年4月1日 40歳 昭和44年4月2日～ 45年4月1日

※4月20日時点で霧島市に住所を有する対象者には通知します。
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

今
私
が
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス

は
「
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

」
の
問
題
で

す
。
祖
父
母
が
昔
、
宮
崎
で
牛
を

育
て
て
い
た
の
で
子
ど
も
の
こ
ろ

は
よ
く
観
察
を
し
た
も
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
殺
処
分
さ
れ
て
い
く

姿
を
見
る
と
、
思
い
出
と
重
な
り

涙
が
出
ま
し
た
。「
自
分
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
」
を
考
え
た
末
、
投

稿
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
不
景

気
で
暗
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
…
。
良
い
こ
と
に
お
金
を

遣つ
か

い
た
い
と
考
え
、
微
力
で
す
が

街
で
募
金
を
し
ま
し
た
。
こ
ん
な

時
こ
そ
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

農
家
の
方
を
元
気
付
け
ら
れ
た
ら

い
い
で
す
ね
。（
Ｙ
・Ｎ
29
歳
女
性
）

●

　

私
の
祖
母
は
牛
が
い
る
か
ら
と

旅
行
も
し
な
い
ほ
ど
大
切
に
飼
っ

て
い
ま
し
た
。
一
日
で
も
早
い
終

結
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

鹿
児
島
は
本
当
に
「
水
」
の

豊
か
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
私
は
県
外
出
身
で
「
飲
み

水
は
買
う
」
こ
と
に
抵
抗
の
な
い

と
こ
ろ
で
育
ち
ま
し
た
。
今
は

ス
ー
パ
ー
で
い
ろ
い
ろ
な
鹿
児
島

の
水
を
飲
み
比
べ
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。
中
で
も
、
関
平
鉱
泉
水

は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
水

の
ひ
と
つ
で
す
。
私
に
は
、
今
は

天
国
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

鹿
児
島
出
身
の
友
が
一
人
だ
け
い

ま
し
た
。
彼
女
は
控
え
め
で
静
か

な
人
だ
っ
た
け
ど
、
今
思
え
ば
大

事
な
と
き
に
は
桜
島
み
た
い
に
熱

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
出
せ
る
人
で
し

た
。
そ
の
彼
女
が
入
院
し
た
と
聞

い
た
と
き
、
福
岡
の
病
院
ま
で
駆

け
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
ベ
ッ
ド
の

か
た
わ
ら
に
こ
の
関
平
鉱
泉
と
い

う
水
が
置
い
て
あ
り
、
彼
女
は

「
故ふ

る

郷さ
と

の
水
を
飲
ん
で
元
気
に
な

る
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
笑
顔
を

思
い
出
し
ま
す
。
故
郷
の
水
が
ど

ん
な
に
彼
女
を
元
気
付
け
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ど
う
か
鹿
児
島
に
生

き
る
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
世

代
ま
で
ず
っ
と
ず
っ
と
こ
の
自
然

の
恵
み
を
守
り
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

（
ね
ね
ち
ゃ
ん
マ
マ
38
歳
女
性
）

●

　

水
は
命
の
源
。
そ
の
水
の
源
で

あ
る
森
を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け

る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
で
す
。

隼
人
地
区
の
参
宮
橋
か
ら
泉

帯
橋
の
天
降
川
沿
い
で
河

川
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
荒
れ
果
て
た
や
ぶ
で
、
先

も
見
え
な
い
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

好
奇
心
旺
盛
な
子
ど
も
た
ち
が
遊

ん
で
い
る
の
を
度
々
見
か
け
、
危

険
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

荒
れ
果
て
て
い
た
川
沿
い
が
見
違

え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
、
広
い
空

き
地
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
道

は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
さ
れ
る
方
も
多
い
で
す
。
せ
っ

か
く
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
遊

歩
道
や
公
園
が
で
き
れ
ば
い
い
な

あ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
も
「
公

園
が
で
き
た
ら
サ
ッ
カ
ー
し
た
い
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
京
セ

ラ
ホ
テ
ル
前
の
よ
う
な
遊
歩
道
が

で
き
た
ら
う
れ
し
い
の
で
す
が
。

（
母
ち
ゃ
ん
は
ゆ
く
35
歳
女
性
）

●

　

河
川
や
そ
の
周
辺
の
管
理
は
県

が
行
っ
て
お
り
、
現
在
災
害
防
止

の
た
め
に
寄
り
州
の
除
去
や
河
川

敷
の
土
砂
を
取
り
除
く
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
遊

歩
道
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
親

し
め
る
よ
う
担
当
課
か
ら
県
に
要

望
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

広
報
き
り
し
ま
」
が
ま
た

ま
た
、
ま
た
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
選
を
も
ぎ
と
っ
た
の

で
す
ね
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
レ
ベ
ル
の
高
さ
が

ぶ
っ
ち
ぎ
り
な
の
だ
な
あ
と
再
認

識
し
ま
し
た
。
前
か
ら
も
ど
か
し

く
思
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
点

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
、
こ

の
美
し
い
広
報
誌
（
特
に
写
真
）

を
視
覚
障
害
者
に
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
な
あ
、

残
念
だ
な
あ
と
思
い
な
が
ら
点
訳

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

で
も
点
訳
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

感
謝
で
す
。(

郷
田
隆
75
歳
男
性
）

●

　

こ
ち
ら
こ
そ
い
つ
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
視
覚
に
障
害
が
あ
る
方

に
も
情
景
や
動
き
、
そ
し
て
や
さ

し
さ
が
伝
わ
る
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

マ
マ
友
っ
て
本
当
に
い
い
で

す
よ
ね
。
私
も
息
子
が
３

か
月
の
こ
ろ
か
ら
２
年
以
上
マ
マ

友
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
８
人

ネムノキの花（合歓木）ネムノキ科

グ
ル
ー
プ
で
一
人
が
困
っ
た
と
き

は
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
ま
す
。

私
も
第
２
子
出
産
後
、
里
帰
り
し

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夕
飯
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
保
育
園
に

送
迎
し
て
も
ら
っ
た
り
、
本
当
に

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
借
り
は
体
で
返
す
つ
も
り

で
す（
笑
）。
マ
マ
友
が
い
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
な
あ

と
思
う
と
何
だ
か
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

お
互
い
刺
激
し
あ
っ
て
女
と
し
て

も
磨
け
る
し
、
ス
ト
レ
ス
も
発
散

で
き
て
、
ス
テ
キ
な
仲
間
に
出
会

え
て
と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。（
は

る
き
と
の
あ
マ
マ
26
歳
女
性
）

●

　
「
は
る
き
マ
マ
」
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
が
変
わ
っ
た
（
増
え
た
）
の
で

す
ね
。
毎
月
の
お
便
り
で
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
マ
マ
の
愛
情
が
手

に
と
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

用
事
が
あ
る
と
き
、
障
害

者
用
の
駐
車
場
が
も
っ
と
ほ
し
い

で
す
ね
。
図
書
館
の
裏
に
と
て
も

便
利
な
障
害
者
用
の
駐
車
場
が
あ

り
ま
す
が
１
台
分
で
す
の
で
い
つ

も
ふ
さ
が
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

障
害
者
に
な
っ
て
み
る
と
気
付
き

ま
す
。
買
い
物
も
ち
ゃ
ん
と
し
た

駐
車
場
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
と
出
か

け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
あ
た

り
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。（
い

の
ち
の
リ
ズ
ム
68
歳
女
性
）

●

　

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、

正
面
玄
関
（
警
察
署
側
）
の
駐
車

場
５
台
分
を
す
べ
て
障
害
の
あ
る

方
や
高
齢
者
、
妊
産
婦
の
方
の
専

用
駐
車
場
と
し
、
そ
の
と
な
り
に

あ
る
駐
車
場
も
す
べ
て
「
ゆ
ず
り

あ
い
駐
車
場
」
と
し
て
同
じ
よ
う

な
専
用
駐
車
場
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
思
い
や
り
の
心
を
大
切

に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
60
年
４
月
に
岡
山
か
ら

隼
人
町
に
移
り
住
み
早
い

も
の
で
25
年
。
そ
の
間
娘
の
突
然

の
病
気
、自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ

て
く
る
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た

リ
ス
ト
ラ
。
落
ち
込
ん
で
い
る
と

き
、
眼
前
に
あ
る
桜
島
が
「
気
張

い
や
ん
せ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。

ち
っ
ぽ
け
な
悩
み
で
男
泣
き
す
る

な
と
。
今
は
夫
婦
し
て
パ
ー
ト
勤

め
を
し
な
が
ら
細
々
と
暮
ら
し
て

い
る
。
周
り
の
た
く
さ
ん
の
人
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
。
娘
も
今
年
５

月
、
病
気
の
こ
と
に
も
理
解
し
て

く
れ
る
彼
と
結
婚
し
た
。
息
子
は

夢
を
追
い
、
東
京
で
暮
ら
し
て
い

る
。
み
ん
な
に
感
謝
。（
ハ
ン
カ
チ

を
忘
れ
た
花
嫁
の
父
60
歳
男
性
）

●

　

お
父
さ
ん
は
強
い
「
ち
っ
ぽ
け

な
悩
み
」
の
言
葉
は
私
の
脳
と
心

臓
に
ズ
シ
ッ
と
き
ま
し
た
。

１
０
０
号
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
毎
回
何
気
な
く

見
て
い
ま
し
た
が
、
１
０
０
号
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま

り
」の
記
事
を
読
み
、ほ
か
の
ペ
ー

ジ
を
読
ん
で
み
る
と
、
す
ご
く
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

霧
島
市
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子

育
て
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
も
楽
し
み
で
す
。夫
と
も「
い

ろ
い
ろ
載
っ
て
い
る
ん
だ
ね
え
」

と
話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
は

る
25
歳
女
性
）

●

　

こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し
に
役
立
つ

広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
月
は
緊
急
に
口
蹄
疫
の
特
集
を

組
み
、
防
疫
体
制
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
子
育

て
シ
リ
ー
ズ
、
図
書
館
へ
行
こ
う
、

ジ
オ
パ
ー
ク
を
お
休
み
し
ま
し
た
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.102/2010.7）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中からお
持ち帰り用鹿児島ラーメン２パッ
ク（４人前）を25人（100人前）
の方にプレゼント。応募締め切り
は7月20日（火）当日消印有効で
す。当選の発表は、商品の発送を
持ってかえさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます
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負
け
て
た
ま
る
か
！

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

年
度
始
め
は
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
総
会
な
ど
に
出
席
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
ど
の
会
合

で
も
口こ

う

蹄て
い

疫え
き

が
も
た
ら
す
悲
痛

な
声
を
お
聴
き
し
ま
す
。
農
家

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
畜

産
関
係
者
の
心
痛
。
消
毒
ポ
イ

ン
ト
の
最
前
線
を
24
時
間
体
制

で
守
っ
て
い
る
関
係
者
の
ご
苦

労
。
数
か
月
も
前
か
ら
情
熱
を

そ
そ
ぎ
準
備
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
悔
し
さ
。
宿
泊
、
弁
当
、
昼

食
、
会
食
の
予
約
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
相
次
ぐ
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

飲
食
業
、
冷
え
込
む
消
費
で
売

り
上
げ
に
悩
む
商
店
経
営
の
皆

さ
ん
の
嘆
き
。
楽
し
み
に
し
て

い
た
修
学
旅
行
や
遠
足
が
延
期

や
行
き
先
の
変
更
で
戸
惑
う
子

ど
も
た
ち
。
情
報
が
交
錯
す
る

な
か
で
奔
走
す
る
報
道
関
係
者

な
ど
。
一
方
で
は
義
援
金
や
支

援
物
資
を
寄
付
さ
れ
る
皆
さ
ん

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出

る
方
。
口
蹄
疫
が
終
息
し
た
ら
、

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
悔
し
さ
を
、

再
生
の
、
活
性
化
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
替
え
よ
う
と
い
う
前
向

き
な
励
ま
し
の
行
動
や
声
も
お

聴
き
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
か

ら
の
叫
び
「
口
蹄
疫
に
負
け
て

た
ま
る
か
！
」を
合
言
葉
に「
霧

島
総
市
民
力
」
を
結
集
し
、
立

ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎人口／128,318人（+77）
男性／ 61,974人（＋53）
女性／ 66,344人（＋24）
出生109人／死亡115人
転入334人／転出255人
◎世帯数／58,007世帯（＋18）

（平成22年６月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

清 し々い朝の模様を写真に収めた
いと日の出前霧島方面に向かいま
した。あちこちで、柔らかな朝日を浴
びるさわやかな光景に遭遇。そのた
びに車を止め、わずかに木々の間か
ら光がみえる木立を撮影。あたりは
木々や雑草のみどりで自然がいっぱ
い。この日は子育て中の野鳥のさえ
ずりや澄んだ空気を独り占めでした。

「朝日を浴びて」
牧園町持松林道
６月12日  午前６時58分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ28〜135㎜
F3.5 〜 5.6　1/160s　F5.6　ISO400

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

牛馬の守護神として祭られている溝辺町三縄の前玉神社に行きまし
た。そこへ顔なじみのおばさんが来られ、聞くと子牛を育ててい

るとのこと。長い間数珠を手に祈願、その後ろ姿はまるでわが子の無
事を願うようでした。私も一日も早い終息を願い参拝いたしました（ふ）

昔の青年団仲間と大部屋で宿泊することがあります。すると「（た）さ
ん、いびきが大きい、寝てるとき息が止まるよ。病院に行ったほ

うがいいですよ。わからないんですか。うるさいですよ」と言われ病院に
行きました。すると医師が一言「重症の無呼吸症候群です」。残念（た）

数年ぶりに訪れた母校はとても懐かしく、生徒たちの元気なあいさ
つに温かい気持ちになりました。新聞でも国分高校生の活躍をよ

く目にします。私も先輩の一人として後輩に負けないように頑張らなきゃ
と襟を正す思いになりました。もう一回高校生活送ってみたいな（う）

口蹄疫の最前線、作業員は必死に作業をしていた。私も福山地区の
消毒ポイントの作業に参加。午後４時から深夜０時までの作業で

したが、思った以上に一般車の方が消毒に訪れ、危機意識の高さを感
じました。「早く終息してほしい」みんなの願いが早く叶いますように（み)

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

昭和35年夏、福山町牧之原に生まれたみよし家。今では鹿児島ラーメンの屋号で親しま
れ、この夏創業50年周年を迎えます。「ちゃんとやる」をモットーに素材にこだわり、丁
寧につくりあげたスープは、トンコツベースにたっぷりの野菜スープがからんだヘルシー
なあっさり味。創業以来、変わらぬ信念と味、そして楽しいひとときをお届けしています。

◎問い合わせ先＝鹿児島ラーメンみよし家営業本部  ☎（48）2021

おかげさまで半世紀
　　　　の「鹿児島ラーメン」を
プレゼントします。

7PRESENTS

お便りをくださった方の中から

今月の表紙

物
の
配
達
を
業
者
に
頼
み
、
単
身

高
速
道
路
を
北
九
州
か
ら
自
家
用

車
を
運
転
し
て
参
り
ま
し
た
。
溝

辺
鹿
児
島
空
港
Ｉ
Ｃ
で
降
り
た
朝
、

参
宮
橋
の
欄
干
に
佇

た
た
ず
む
鈴
か
け
馬

〈随ずいそう想〉

の
像
に
、
霧
島
の
歴
史
を
強
く
感

じ
た
の
を
ま
る
で
昨
日
の
出
来
事

の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

さ
て
霧
島
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
私
が
感
じ
る
と
こ
ろ
を
い
く
つ

か
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
第
一
は
今
述
べ
た「
歴
史
」

が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
、
現
代

ま
で
繋つ

な

が
る
も
の
と
し
て
存
在
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
も

私
が
惹ひ

か
れ
る
の
は
、
平
安
時
代

以
前
の
「
古
代
」
に
属
す
る
歴
史

に
関
す
る
も
の
で
す
。
私
の
現
在

の
住
所
は
隼
人
町
内
山
田
で
す
が
、

歩
い
て
す
ぐ
行
け
る
範
囲
に
鹿
児

島
神
宮
の
ほ
か
、
卑ひ

弥み

呼こ

神
社
、

蛭ひ
る

児こ

神
社
な
ど
「
古
代
」
に
属
す

る
名
前
の
つ
い
た
神
社
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
「
古
事
記
」
の

時
代
ま
で
遡

さ
か
の
ぼれ

る
文
化
財
の
あ
る

土
地
と
い
う
の
は
そ
う
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
実
は
私
の

出
身
地
も
そ
の
よ
う
な
数
少
な
い

土
地
の
一
つ
で
す
。
私
の
生
ま
れ

た
の
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
端

に
位
置
す
る
新
潟
県
糸い

と

魚い

川が
わ

市
で

す
が
、
こ
こ
は
世
界
的
に
も
数
少

な
い
「
翡ひ

翠す
い

（
硬こ

う

玉ぎ
ょ
く）」

の
原
産

地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
翡
翠
」
は
縄
文
時
代
か
ら

「
霊
的
な
力
」を
持
つ
と
さ
れ
、「
三

種
の
神
器
」
の
一
つ
で
あ
る
「
勾ま

が

玉た
ま

」
の
材
料
と
し
て
崇あ

が

め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
出い

ず
も雲
大
社
に
あ
る
重

要
文
化
財
の
翡
翠
の
勾
玉
も
糸
魚

川
産
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
古
事

記
に
は
大

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
と
、
当
時
の
糸

魚
川
近
辺
を
統
治
し
て
い
た
奴ぬ

奈な

川か
わ

姫ひ
め

と
の
恋
愛
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
じ
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い

る
「
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

」
の
地
で
あ
る
霧

島
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
、
今

の
私
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な

由
緒
あ
る
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
が

大
き
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
こ
の
霧
島
の
良
さ
と
私
が

思
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的

に
意
義
深
い
土
地
で
あ
る
と
同
時

に
、
こ
こ
に
温
泉
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
が
あ
り
、
一

方
で
生
活
の
利
便
性
の
面
で
も
極

め
て
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
新
潟
や
東
京
か
ら
お
客
さ
ん

が
来
る
よ
う
な
時
で
も
、
近
場
で

宿
泊
し
て
も
ら
う
の
に
適
し
た
ホ

テ
ル
も
多
く
、
さ
ら
に
霧
島
連
山

を
は
じ
め
と
す
る
「
観
光
資
源
」

に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら

Profile
とうきん  いちろう（51）
新潟県糸魚川市出身。北九州で
の発電所勤務などを経て、第一
工業大学で教職に就く。現在、工
学部情報電子システム工学科教
授。専門は数学、情報処理、起業
工学。一種・特種情報処理技術者。
理学修士（数学）、学術博士（起
業工学）。妻の益代さんは隼人町
見次の生まれ育ちである。

第二の故
ふる

郷
さと

としての霧島
◎當金  一郎

早
い
も
の
で
私
が
隼
人
町
に

移
っ
て
か
ら
18
年
余
り
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
ち
ら
に
来
る
前
は
福
岡

県
の
北
九
州
市
に
住
ん
で
い
て
、

平
成
４
年
３
月
末
、
引
っ
越
し
荷

し
い
と
思
い
ま
す
。　

そ
し
て
、
個
人
的
に
私
が
こ
の

地
に
移
っ
て
来
て
良
か
っ
た
と
最

も
思
う
の
は
、
こ
こ
で
多
く
の
友

人
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
初
め
て
会
う
人
に
対
し
て
も
、

気
軽
に
接
し
て
く
れ
る
、
こ
の
地

域
の
人
特
有
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

気
質
が
大
き
く
関
係
し
て
い
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
友
人

の
何
人
か
は
、
先
の
霧
島
登
山
を

通
じ
て
知
り
合
い
ま
し
た
。
18
年

前
に
来
た
当
初
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
事
で
す
が
、
今
で
は
こ
の

霧
島
こ
そ
私
の
第
二
の
故
郷
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

緑
に
囲
ま
れ
た
蛭ひ

る

児こ

神
社（
隼
人
町
）は

私
の
お
気
に
入
り
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